
　本格的なモビリティ時代の到来で、ヒトやモノの「位

置情報」の積極的な活用が注目を浴びています。スマー

トフォンやカーナビにはGPS が標準装備されており、

現在地を簡単に把握できるようになっています。また、

ドライブレコーダ、デジタルタコグラフ、タクシー端末

などの車載機もGPS を搭載しているものが増加し、取

得されるデータに位置情報が付与されています。

　富士通では、位置情報を活用するためのクラウドサー

ビスである SPATIOWLを 2011 年から提供してまいり

ました。SPATIOWLは、車両に搭載された端末や人々

の持つスマートフォンなどから集まってくるデータ、

SNS（Social Networking Service）に流れているデータ、

政府や企業が提供するオープンデータなどの位置情報を

持つビッグデータに対して収集／管理／分析／予測／最

適化処理を行って、新たな価値を持つ情報を提供するサ

ービスです。

　「SPATIOWL」とは、全く新しい位置情報サービスの

提供開始に合わせて富士通が作った造語であり、空間を

表す結合辞である「spatio-（スペイシオ）」と、その昔、

知恵の象徴として尊ばれたふくろうを表す「owl（アウ

ル）」を組み合わせたものです。SPATIOWLという名

称には、世の中の位置情報を集め、空間を論理的に司る

ことによって、多様で有益なサービスを生み出し、お客

様にお届けしたいという願いが込められています。

　本稿では、SPATIOWLがアプリケーション基盤とし

て提供している位置情報基盤サービスの概要をご説明す

るとともに、お客様の位置情報を活用するアプリケーシ

ョン事例のいくつかをご紹介します。

位置情報活用の広がり
　企業活動において、位置情報の活用は重要な役割を持

っています。例えば、ヒトやモノの所在確認はマネジメン
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トの基本であり、企業活動に付随する移動コストの最小

化が求められます。既に多くの企業が、外回りの社員に

スマートフォンやタブレット端末を持たせたり、社用車

の運行を車載器で管理したり、モノにRFID タグやセン

サを取り付けて所在管理を行っています。

　また、マーケティングの面でも位置情報の活用は重要

性が増しています。例えば店舗内外におけるお客様の移

動や行動を把握することは、販売戦略を決める上の基本

データとして価値を持っています。人々の移動目的や位

置に応じた要求を、移動軌跡や現在地から推定し、その

内容に応じて情報提供することで、新たな価値を生み出

したり、満足度向上を図ったりすることもできます。

　位置情報は、業務改善やマーケティング分析、行動分

析のための必須情報となりつつあり、多くの企業がその

重要性に気付いて、位置に注目したビッグデータの収集

と分析を行い始めています。

図１　ヒューマンセントリック・インテリジェントソサエティ

　富士通は、「ヒューマンセントリック・インテリジェ

ントソサエティ」をビジョンとして掲げ、図 1に示すよ

うな、リアルワールドとバーチャルワールド（コンピュ

ーターに写像された世界）が密接に連携している関係を

築き、人々の生活をより豊かで快適なものにすることを

目指しております。ヒューマンセントリック・インテリ
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お客様データ活用サービス事例
　SPATIOWLにお客様のビッグデータを導入して実現

するサービス事例をいくつか紹介します。

３－１　交通情報提供サービス

　車載機から集まるプローブデータを使い、予測交通情

報提供サービスを実現しています。道路の各区間の旅行

時間を求めたり、混雑状況を推定することができます。

　図３に、SPATIOWLの交通情報提供サービスのデモ

画面で、東日本大震災が発生した日の東京の夜の道路混

雑状況を示します。この例のように、現在の交通状況を

可視化することができます。

3ジェントソサエティでは、まずリアルワールドで起きて

いる事象を確実にセンシングし、他の様々なデータと組

み合わせ、知恵を使ってビッグデータの分析を行ってリ

アルワールドへのアクションを生み出します。

SPATIOWLの概要

図２　SPATIOWLの構成

　SPATIOWLは、富士通のクラウドFUJITSU Cloud 

IaaS Trusted Public S5 上で動作するサービスとして提

供しています。SPATIOWLでは位置情報を簡単に扱え

る機能群を用意し、API（Application Programming 

Interface）を通して利用できるサービスです。お客様は、

本サービスの機能をご自身のアプリケーションの一機能と

して利用することができます。

　SPATIOWLは、図 2のよ

うな階層構成であり、情報を

蓄積・管理する基盤の上に、

業務を簡単に実現するための

機能部品を用意しています。

　SPATIOWLでは、オプシ

ョンも含め、表 1のような機

能を商品化しています（一部

計画中の機能を含みます）。

2

※計画中の機能を含む

表１　SPATIOWLの機能

図３　交通情報提供サービス
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３－４　エリア情報分析サービス

　該当するエリアや近くにいる人の位置情報と、タクシ

ーの空車データ、気象データなどを組み合わせ分析し、

タクシー待ちの乗客が大勢いるエリアを抽出します。タ

クシーや乗合自動車の効率的な運行を支援します（図６）。

プローブデータ

タクシー待ちの人が多くいる場所 乗車可能タクシーの少ない場所

※この背景地図等データは、国土地理院の電子
　国土Webシステムから配信されたもの

・乗車/空車状況
・位置

気象データ

図６　エリア情報分析

３－５　危険物運輸車両管理サービス

　簡易型の車載器をタンクローリーなどの危険物運搬車

両に載せ、車両運行情報を収集します。危険物輸送の稼

働状況を知ることができ、渋滞を避けるルートを指示す

るサービスや危険物輸送の実績ログを作成するサービス

です（図７）。

　以上のように、SPATIOWLをご利用頂くことによっ

て、お客様の位置情報を扱うアプリケーションまたはシ

ステムを容易に構築できるようになります。今後とも機

能の拡充も進め、多くのお客様の業務の価値向上や効率

化に寄与したいと考えています。

　本サービスの一部を使い、ITS Japan に情報提供も始

めています。大きな地震などが発生した際に、ITS 

Japan から要請を受けて交通情報を提供し、通行実績が

あった道路を地図上で表示するサービスに活用されます。

３－２　EV充電器管理サービス

　EVの充電拠点の稼働状態、利用状態やEVの充電状

態のデータを収集し、最適な充電拠点を案内することが

できます。連続走行距離が短いことが普及の妨げになっ

ているEVの普及促進にも役立ちます（図４）。

（１）稼働状態管理
（2）利用状態管理

（１）EV充電状態表示

（職員用PC、ブラウザ）

（2）最適充電器場所案内

充電器稼働情報

充電器場所情報

EV車両情報
ベース地図

（スマートフォンアプリ）

登録

参照

図４　EV充電器管理サービス

３－３　都市情報口コミサービス

　自治体の持っているオープンデータや、SNSで流れ

ている該当地域に関連するつぶやきデータなどを収集し、

住民の健康増進、防災支援や、観光など市民や来訪客に

役立つ情報を提供することができます。自治体の様々な

部局のデータを集めることによって、部局を横断した市

民サービスの拡充にも展開することができます（図５）。

市役所と街づくりNPOから情報を収集、スマホ向けの
サイトを立ち上げ、ローカル情報を発信。

分かり易い形で
情報を提供 トップ画面

避難所

店舗

・住民
・来街者

信頼性の高い
情報を収集

・自治体
・NPO

街づくりに
フィードバック

人々の行動を
見える化

図５　都市情報口コミ

・化学物質や石油等危険物質を搭載し高速道路を
 走行するトラック約10,000台を管理したい。
（過去に危険物搭載車両が高速上で事故を起こし 
 惨事を招いたことが背景）

商用車両
管理サービス
のプロバイダ

顧客の道路交通センター

商用車両
管理サービス
のプロバイダ

図７　危険物運輸車両管理サービス
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